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【 実り多い２学期に 】 

校長 水井 雅史 

長い夏休みが終わり、原中生は、暑さに負けることなく、有意義な夏休みを過ごすことができたようで

す。保護者の皆様、地域の皆様には、猛暑の中、本校生徒を温かく見守っていただき、ありがとうござい

ました。２学期は、１年生の清里移動教室（９月１１日から９月１３日）、９月２２日（金）連合体育大会、

１０月２１日（土）文化祭と大きな行事が続きます。日頃の成果を十分に発揮して、実り多い秋にしてほ

しいと願っています。 

今年の夏は、防災部の生徒と一緒に「和綿」の栽培に挑戦してみました。き

っかけは、『ワタが世界を変える』（田端健・著、地涌社）という学校図書館の

本との出会いからでした。昔の着物や布団の綿は、今の日本では、ほとんど生

産されなくなったようです。この貴重な日本の綿（和綿）を育てるプロジェク

トを知り、種を購入して、原中農園で育ててみました。うまく育つかどうか不

安でしたが、生徒の土づくりや水やりなどの献身的な取組のおかげで、棉（綿）

の木はスクスクと成長し、８月下旬には、ふわふわの綿を収穫することができ

ました。植え付けたプランターによって成長に違いが見られたのも事実です。

早く大きく収穫量も多いプランターは土づくりの時（今年はすべて土を再生し

て使用しました）、ミミズをまとめて入れたプランターでした。科学的な根拠は

分かりませんが、土壌の改良にミミズが一役買ってくれたのではないかと仮説

を立てています。 

また、防災部では、荒川区の防災課の方々にご指

導いただき、「土のう」作りを学びました。台風シーズンに備えて、学校でも「土

のう」の作り方や積み方を学校、家庭、地域に広げていきたいと考えています。 

今学期も、本校の教育活動に、ご理解、ご協力の程お願い申し上げます。 
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校長 水井 雅史 

荒川区立原中学校 

学校だより 

寄り添い 伸ばす 

 被災地訪問   7 月 27～28 日の２
日間、荒川区中学校防災部が釜石市
等被災地訪問しました。本校からも２年
生２名が参加し、市内見学をしたり現地
の中学生と交流したりして、東日本大
震災の教訓を現在に生かした方々から
防災について学びました。９月２５日に
校内で報告 
会を行う予定 
で準備してい 
ます。 
 

荒川区中学校連合行事に参加して ～見聞を広める原中生～ 

 ワールドスクール   ８月３～６日に秋田県にて、令和５年度荒川区中
学校ワールドスクールに行ってきました。本校か 
らは２年生の３名が参加しました。初日に秋田 
竿燈（かんとう）まつりなど、秋田県の文化に 
触れつつ、２日目から最終日までは、秋田国際 
教養大学の海外からの留学生を含む学生の 
方々とともに、プレゼンテーションの作成と発表 
に向けて全力で取り組んでいました。 
  文字通り朝から晩までの活動となりましたが、 
最後には素晴らしいパフォーマンスと、達成感 
に溢れた笑顔を見せてくれました。  



９月行事予定 

 

 

 

月 曜 行 事         時程 

1 金 2 学期始業式 防災訓練  

2 土   
3 

4 

日 

 
  

4 月 全校朝礼 安全指導 給食始 B6 

5 火 各種委員会 B6 

6 水   

7 木 中央委員会 B6 

8 金   

9 

 
土   

10 日   

11 月 清里移動教室(１年) B6 

12 火 清里移動教室(１年) B6 

13 水 清里移動教室(１年) 荒教研 B5 

14 木  B6 

15 金 生徒会役員選挙 貧血検査(１年)       
B5 

B6 

16 土 
授業公開日（給食あり） 
学校説明会 小学生部活動体験 
 

 

17 日   

18 月 敬老の日  

19 火   

20 水   

21 木 連体壮行会  

22 金 連合体育大会 水泳指導終  

23 土 秋分の日 
 

 

24 日   

25 月 朝礼(被災地訪問報告)  

26 火   

27 水 中間考査（給食なし） 
 

特別 

28 木 中間考査（給食あり） 
 

特別 

29 金   

30 土   ◎ホームページに、学校だよりを掲載しています。ぜひご覧ください。 

Q-U（学校生活満足度調査）の活用について 

本校ではここ数年、年に２回、全生徒を対象に「Q－
U」という調査を行っています。この調査は、一人一人の
学校生活の様子を客観的に捉え、分析し、今後の指導
や支援に活かすためのもので、7／２０（木）に全教員で
１回目の Q－U の結果を基にした研修会を行いました。
この研修を通して認識を新たにした生徒の様子や、より
良い学級づくりに向けての取組を、２学期以降の教育活
動に活かしていきます。  

  週１時間の道徳の授業では、生徒一人一人が考え、
お互いに議論することを目標にしています。本校の生徒
は、様々な視点から意見を出します。それを基に、ホワイト
ボードやタブレットを用いて意見を交し合い、考えを深め
ることができました。 
  ２学期は、より多くの教材に触れ、自らの生き方につい
て考えを深められるようにしていきたいと思います。また、
１０月には道徳地区公開講座を予定していますので、保
護者の皆様もぜひお越しください。  

「考え、議論する道徳」授業を実践しています 

 連体練習   9 月 22 日の荒川区中学校連合体育大
会に向けて、出場希望を募り、選手候補の練習が始まり
ました。教員や専門のコーチからのアドバイスを受けて、
7 月は基本練習を中心に、8 月後半からは種目別練習
に入っています。朝の比較的涼しい時間帯に、各自の記
録と向き合い、一生懸命取り組みました。 
 水泳教室   7 月の 5 日間、水泳の苦手な生徒を対象
に実施しました。泳げるようになりたいと積極的に質問も
飛び交い、どんどん上達していました。２５ｍ泳げるように
なった生徒が多く見られました。 
 学習教室   1 学年では基礎学力向上事業で、講師
の先生方から数学・英語の復習を、また２・３学年では、
質問教室などを実施しました。家庭学習と合わせて、小
学校から 1 学期までの内容の定着に励みました。 
  部活動    運動部では１・２年生が主となって新たな
活動が始まりました。文化部では、発表や作品制作など
に向けて取り組みました。  

夏休みは力を蓄えるとき ～暑さを乗り越えて成長する原中生～ 

          水泳教室→ 
校庭、体育館、校舎内↓ 
 を活用した部活動 
 

連体練習 


